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 皆さん、おはようございます。先週は雨の日が続きましたが、室内で工夫して過ごすことができている

クラスがたくさんありました。 

 

 先週のキラリ三つ、紹介します。 

一つめは、やさしいお兄さん、お姉さんがたくさんいることです。 

一年生が学校探検をした時、上級生のお兄さん、お姉さんがそれぞれのお部屋に案内をしていました。

校長室にも上級生が、かわいい１年生を連れてきてくれました。一年生の皆さんもしっかりお部屋の様子

を見てお勉強していました。 

 

二つめは、お勉強を頑張っていることです。 

一つ例をあげると５年生の算数ノートを見ると少数のかけ算のお勉強の足跡がとてもよく分かりまし

た。自分の考え、友達の考えがきちんと書かれていて、振り返りには｢今日の授業で昨日は、８０×２．３

の答えを求められなかったけれど１０倍にする作戦でやったらできたのでよかったです。やり方も分かっ

てよかったです。」と書いてありました。先生から「前にやったやり方を生かしてできたのは素晴らしい」

というお褒めの言葉がありました。 

 皆さんも算数のノートが１冊終わったら校長先生に見せてくださいね。 

  

 三つ目は、すてきな七夕飾りができたことです。 

 「なでしこジャパンになれますように」とか「お友達がたくさんできますように」という願い事に加え

て「コロナがおさまりますように」という願い事がたくさん書かれていました。 

みんなの願いは同じですね。 

 

さて、学校が再開して１か月余りたちました。一度ここで立ち止まって「新しい生活様式」について振

り返ってみましょう。 

コロナ対策をもう一度思い出してください。「あい て ます か」とは何だったでしょうか。そうで

す、あいは、あいだをあける。ては、てをあらう。ますは、マスクをつける。かは、かんきをするですね。 

どうして「あい て ます か」を守らなければいけないかということについてもお勉強しましたね。

そうです、自分の身を自分で守るためです。そしてお友達や周りの人たちの身を守るためです。油断大敵

です。いろいろと制約がありたいへんだと思いますが、「あい て ます か」を合言葉にこれからも頑張

りましょう。 

 

 天気予報では今週も、雨の日が多いようです。晴れの日は元気に外遊びをして雨の日は室内での過ごし

方を工夫しましょう。 

 

放送朝会の話 

 


